
国際学術シンポジウム「近世～近代移行期における周縁的社会集団の世界」事務局 

戦略的研究経費/都市・周縁〈史料と社会〉科研 

 

今回、国際シンポジウム準備セミナー（第 4回）は、戦略的研究経費、都市・周縁<史料と社会>科

研との共催として開催することになりました。 

「地方城下町・陣屋元村の地域史」をテーマに、ノースカロライナ大学シャーロット校のマーレン・

エーラス氏には、近況の研究紹介をかねて明治維新前後の大野藩の貧民救済と身分的周縁論について

お話しいただき、本学の齊藤紘子氏（国際学術シンポジウム実行委員会委員）には、伯太藩陣屋元村

の都市性と村落構造について研究報告をしていただきます。事業に関係する多くの皆さまの、ふるっ

てのご参加をお待ちしています。 

日 時   3月 27日（土） 9:00～11:00 

テーマ   「地方城下町・陣屋元村の地域史」 

研究紹介 マーレン・エーラス氏（ノースカロライナ大学シャーロット校） 

「地域社会の固有性と普遍性―明治維新前後の越前大野を例に―」 
※配布の論稿を事前にお読みいただきご参加ください。 

研究報告 齊藤紘子氏（大阪市立大学） 

「和泉国伯太藩陣屋元村の村落構造―青木家文書の調査から」 

形 態   Zoomでの開催 
  ※Zoomでの開催となりますので、レジュメ・Zoomの IDをお送りする都合上、ご参加の場合は、

下記事務局の佐賀・佐藤まで、事前にお知らせください。 

 

連絡・問い合わせ先 

大阪市立大学国際学術シンポジウム事務局 

佐賀 朝（大阪市立大学） E-mail：CYI03126@nifty.ne.jp 

佐藤敦子（研究補佐）   E-mail：satotakabatake@yahoo.co.jp 
※戦略的研究経費、基盤研究（A）20H00030「近世巨大都市・三都の複合的社会構造とその世界史的位置―〈史料と社会〉

の視点から―」（代表・塚田孝）の研究活動の一環でもあります。 

左上：Maren Annika Ehlers Give and Take: Poverty and the Status Order 

in Early Modern Japan. Cambridge: Harvard University Asia Center, 2018. 

右上：齊藤紘子 『畿内譜代藩の陣屋と藩領社会』（清文堂、2018年） 
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